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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 溶 融 樹 脂 を シ ー ト 状 の 基 材 に 成 形 す る 成 形 装 置 と 、
　 成 形 さ れ た 前 記 基 材 の 表 面 に 塗 工 液 を 塗 布 す る 塗 工 装 置 と 、
　 前 記 塗 工 液 が 塗 布 さ れ た 前 記 基 材 を 延 伸 す る 延 伸 装 置 と 、
　 前 記 塗 工 装 置 か ら 前 記 延 伸 装 置 へ 向 か う 前 記 基 材 の 前 記 表 面 の 温 度 を 、 前 記 基 材 の 幅 方  
向 全 部 に わ た っ て 測 定 す る 温 度 測 定 装 置 と
を 備 え る 、 フ ィ ル ム の 製 造 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 温 度 測 定 装 置 は 、 赤 外 線 サ ー モ グ ラ フ ィ 装 置 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル ム の  
製 造 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 温 度 測 定 装 置 が 測 定 し た 温 度 の ロ グ を 記 憶 す る 記 憶 装 置 を 、 さ ら に 備 え る 、 請 求 項  
１ ま た は ２ に 記 載 の フ ィ ル ム の 製 造 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 溶 融 樹 脂 を シ ー ト 状 の 基 材 に 成 形 す る 成 形 工 程 と 、
　 成 形 さ れ た 前 記 基 材 の 表 面 に 塗 工 液 を 塗 布 す る 塗 布 工 程 と 、
　 前 記 塗 工 液 が 塗 布 さ れ た 前 記 基 材 を 延 伸 す る 延 伸 工 程 と 、
　 前 記 塗 布 工 程 の 後 、 前 記 延 伸 工 程 の 前 に お い て 、 前 記 基 材 の 前 記 表 面 の 温 度 を 前 記 基 材  
の 幅 方 向 全 部 に わ た っ て 測 定 す る こ と に よ り 、 前 記 基 材 の 前 記 表 面 に 、 前 記 塗 工 液 が 塗 布  

請求項の数　5　（全9頁）
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さ れ た 塗 工 部 分 と 、 前 記 塗 工 液 が 塗 布 さ れ て い な い 未 塗 工 部 分 と が 形 成 さ れ た 場 合 に 、 前  
記 塗 工 部 分 よ り も 高 い 温 度 を 有 す る 前 記 未 塗 工 部 分 を 検 出 す る 検 出 工 程 と
を 含 む 、 フ ィ ル ム の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 塗 工 液 の 温 度 は 、 前 記 塗 工 液 が 塗 布 さ れ る 前 の 前 記 基 材 の 温 度 よ り も １ ０ ℃ 以 上 低  
い 、 請 求 項 ４ に 記 載 の フ ィ ル ム の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 フ ィ ル ム の 製 造 シ ス テ ム 、 お よ び 、 フ ィ ル ム の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 ア ク リ ル 系 樹 脂 を 溶 融 押 出 し て 製 膜 す る 溶 融 押 出 製 膜 装 置 と 、 得 ら れ た ア ク リ ル  
フ ィ ル ム の 一 方 面 に 易 接 着 組 成 物 を 塗 布 す る コ ー タ ー と 、 延 伸 装 置 （ 逐 次 二 軸 延 伸 装 置 ま  
た は 同 時 二 軸 延 伸 装 置 ） と 、 巻 取 り 装 置 と を 備 え る フ ィ ル ム 製 造 装 置 が 知 ら れ て い る （ 例  
え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ２ ０ － ０ ２ ３ １ ７ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 し た 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ る よ う な フ ィ ル ム 製 造 装 置 に お い て 、 易 接 着 組 成 物 が 塗  
布 さ れ て い な い 未 塗 工 部 分 が 発 生 し た 場 合 に 、 未 塗 工 部 分 を 検 出 し た い と い う 要 望 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 未 塗 工 部 分 を 検 出 で き る フ ィ ル ム の 製 造 シ ス テ ム 、 お よ び 、 フ ィ ル ム の 製 造  
方 法 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 ［ １ ］ は 、 溶 融 樹 脂 を シ ー ト 状 の 基 材 に 成 形 す る 成 形 装 置 と 、 成 形 さ れ た 前 記 基  
材 の 表 面 に 塗 工 液 を 塗 布 す る 塗 工 装 置 と 、 前 記 塗 工 液 が 塗 布 さ れ た 前 記 基 材 を 延 伸 す る 延  
伸 装 置 と 、 前 記 塗 工 装 置 か ら 前 記 延 伸 装 置 へ 向 か う 前 記 基 材 の 前 記 表 面 の 温 度 を 、 前 記 基  
材 の 幅 方 向 全 部 に わ た っ て 測 定 す る 温 度 測 定 装 置 と を 備 え る 、 フ ィ ル ム の 製 造 シ ス テ ム を  
含 む 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 成 形 さ れ た 基 材 の 表 面 の う ち 、 塗 工 液 が 塗 布 さ れ た 塗 工 部 分  
は 、 塗 工 液 に よ っ て 冷 却 さ れ る 。 一 方 、 成 形 さ れ た 基 材 の 表 面 に 、 塗 工 液 が 塗 布 さ れ て い  
な い 未 塗 工 部 分 が 発 生 し た 場 合 、 未 塗 工 部 分 は 、 冷 却 さ れ な い 。 そ の た め 、 未 塗 工 部 分 の  
温 度 は 、 塗 工 部 分 の 温 度 よ り も 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ の た め 、 温 度 測 定 装 置 に よ っ て 、 塗 工 装 置 か ら 延 伸 装 置 へ 向 か う 基 材 の 表 面 の 温 度 を  
、 基 材 の 幅 方 向 全 部 に わ た っ て 測 定 す る こ と に よ り 、 塗 工 部 分 の 温 度 よ り も 高 い 未 塗 工 部  
分 を 検 出 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 ［ ２ ］ は 、 前 記 温 度 測 定 装 置 が 、 赤 外 線 サ ー モ グ ラ フ ィ 装 置 で あ る 、 上 記 ［ １ ］  
の フ ィ ル ム の 製 造 シ ス テ ム を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 赤 外 線 サ ー モ グ ラ フ ィ 装 置 に よ り 、 未 塗 工 部 分 を 、 視 覚 的 に  
検 出 で き る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 ［ ３ ］ は 、 前 記 温 度 測 定 装 置 が 測 定 し た 温 度 の ロ グ を 記 憶 す る 記 憶 装 置 を 、 さ ら  
に 備 え る 、 上 記 ［ １ ］ ま た は ［ ２ ］ の フ ィ ル ム の 製 造 シ ス テ ム を 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 ロ グ を 確 認 す る こ と に よ っ て 、 未 塗 工 部 分 を 特 定 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 ［ ４ ］ は 、 溶 融 樹 脂 を シ ー ト 状 の 基 材 に 成 形 す る 成 形 工 程 と 、 成 形 さ れ た 前 記 基  
材 の 表 面 に 塗 工 液 を 塗 布 す る 塗 布 工 程 と 、 前 記 塗 工 液 が 塗 布 さ れ た 前 記 基 材 を 延 伸 す る 延  
伸 工 程 と 、 前 記 塗 布 工 程 の 後 、 前 記 延 伸 工 程 の 前 に お い て 、 前 記 基 材 の 前 記 表 面 の 温 度 を  
前 記 基 材 の 幅 方 向 全 部 に わ た っ て 測 定 す る こ と に よ り 、 前 記 基 材 の 前 記 表 面 に 、 前 記 塗 工  
液 が 塗 布 さ れ た 塗 工 部 分 と 、 前 記 塗 工 液 が 塗 布 さ れ て い な い 未 塗 工 部 分 と が 形 成 さ れ た 場  
合 に 、 前 記 塗 工 部 分 よ り も 高 い 温 度 を 有 す る 前 記 未 塗 工 部 分 を 検 出 す る 検 出 工 程 と を 含 む  
、 フ ィ ル ム の 製 造 方 法 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う な 方 法 に よ れ ば 、 未 塗 工 部 分 を 検 出 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 ［ ５ ］ は 、 前 記 塗 工 液 の 温 度 が 、 前 記 塗 工 液 が 塗 布 さ れ る 前 の 前 記 基 材 の 温 度 よ  
り も １ ０ ℃ 以 上 低 い 、 上 記 ［ ４ ］ の フ ィ ル ム の 製 造 方 法 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う な 方 法 に よ れ ば 、 塗 工 液 が 塗 布 さ れ る 前 の 基 材 と 、 塗 工 液 と の 温 度 差 に よ り 、  
未 塗 工 部 分 を 確 実 に 検 出 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の フ ィ ル ム の 製 造 シ ス テ ム 、 お よ び 、 フ ィ ル ム の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 未 塗 工 部 分  
を 検 出 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 フ ィ ル ム の 製 造 シ ス テ ム に よ っ て 製 造 さ れ る フ ィ ル ム の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 フ ィ ル ム の 製 造 シ ス テ ム の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ Ａ は 、 赤 外 線 サ ー モ グ ラ フ ィ 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ３ Ｂ は 、 赤 外 線 サ  
ー モ グ ラ フ ィ 装 置 に よ っ て 得 ら れ た 温 度 の 分 布 画 像 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 変 形 例 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ ． フ ィ ル ム の 製 造 シ ス テ ム の 概 略
　 フ ィ ル ム Ｆ の 製 造 シ ス テ ム １ の 概 略 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 フ ィ ル ム Ｆ は 、 基 材 Ｓ と 、 被 膜 Ｃ と を 備 え る 。 基 材 Ｓ は 、 基 材 Ｓ の  
厚 み 方 向 に お い て 、 表 面 の 一 例 と し て の 第 １ 面 Ｓ １ と 、 第 ２ 面 Ｓ ２ と を 有 す る 。 被 膜 Ｃ は  
、 基 材 Ｓ の 第 １ 面 Ｓ １ の 上 に 配 置 さ れ る 。 被 膜 Ｃ は 、 基 材 Ｓ の 第 １ 面 Ｓ １ を 覆 う 。 被 膜 Ｃ  
は 、 易 接 着 層 で あ っ て も よ い 。 被 膜 Ｃ が 易 接 着 層 で あ る 場 合 、 フ ィ ル ム Ｆ は 、 易 接 着 フ ィ  
ル ム で あ る 。 易 接 着 フ ィ ル ム は 、 例 え ば 、 モ バ イ ル 機 器 、 カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 装 置 、 パ ソ  
コ ン 用 モ ニ タ 、 テ レ ビ な ど の 画 像 表 示 装 置 の 偏 光 板 に 使 用 さ れ る 。 詳 し く は 、 易 接 着 フ ィ  
ル ム は 、 偏 光 板 の 偏 光 子 を 保 護 す る 保 護 フ ィ ル ム と し て 使 用 さ れ る 。 易 接 着 フ ィ ル ム は 、  
接 着 剤 層 を 介 し て 、 偏 光 子 と 貼 り 合 わ さ れ る 。 易 接 着 フ ィ ル ム は 、 易 接 着 層 で 、 偏 光 子 と  
貼 り 合 わ さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 フ ィ ル ム Ｆ の 製 造 シ ス テ ム １ は 、 成 形 装 置 ２ と 、 第 １ 延 伸 装 置 ４ Ａ  
と 、 塗 工 装 置 ３ と 、 延 伸 装 置 の 一 例 と し て の 第 ２ 延 伸 装 置 ４ Ｂ と 、 ス リ ッ ト 加 工 装 置 ５ と  
、 ナ ー リ ン グ 加 工 装 置 ６ と 、 巻 取 装 置 ７ と を 備 え る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ １ ） 成 形 装 置
　 成 形 装 置 ２ は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 が 溶 融 し た 溶 融 樹 脂 を 、 シ ー ト 状 の 基 材 Ｓ に 成 形 す る （ 成  
形 工 程 ） 。 本 実 施 形 態 で は 、 成 形 装 置 は 、 押 出 成 形 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 熱 可 塑 性 樹 脂 と し て は 、 例 え ば 、 ア ク リ ル 樹 脂 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 樹 脂 、 環 状 ポ リ オ レ フ  
ィ ン 樹 脂 、 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 、 ポ リ ス チ レ ン 樹 脂 、 ポ リ ア ミ ド 樹  
脂 、 ポ リ イ ミ ド 樹 脂 、 ア セ テ ー ト 樹 脂 （ ジ ア セ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ト リ ア セ チ ル セ ル ロ ー ス  
な ど ） が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 偏 光 子 の 保 護 フ ィ ル ム と し て 使 用 さ れ る 易 接 着 フ ィ ル ム を 製 造 す る 場 合 、 基 材 Ｓ の 材 料  
と し て 、 好 ま し く は 、 ア ク リ ル 樹 脂 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 偏 光 子 の 保 護 フ ィ ル ム と し て 使 用 さ れ る 易 接 着 フ ィ ル ム を 製 造 す る 場 合 、 ア ク リ  
ル 樹 脂 は 、 グ ル タ ル 酸 無 水 物 構 造 を 有 す る ア ク リ ル 樹 脂 、 ラ ク ト ン 環 構 造 を 有 す る ア ク リ  
ル 樹 脂 で あ っ て も よ い 。 グ ル タ ル 酸 無 水 物 構 造 を 有 す る ア ク リ ル 樹 脂 、 お よ び 、 ラ ク ト ン  
環 構 造 を 有 す る ア ク リ ル 樹 脂 は 、 高 い 耐 熱 性 、 高 い 透 明 性 、 お よ び 高 い 機 械 的 強 度 を 有 す  
る た め 、 偏 光 度 が 高 く か つ 耐 久 性 に 優 れ る 偏 光 板 の 製 造 に 適 す る 。 グ ル タ ル 酸 無 水 物 構 造  
を 有 す る ア ク リ ル 樹 脂 は 、 特 開 ２ ０ ０ ６ － ２ ８ ３ ０ １ ３ 号 公 報 、 特 開 ２ ０ ０ ６ － ３ ３ ５ ９  
０ ２ 号 公 報 、 特 開 ２ ０ ０ ６ － ２ ７ ４ １ １ ８ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る 。 ラ ク ト ン 環 構 造 を 有  
す る ア ク リ ル 樹 脂 は 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ３ ０ ０ １ ６ 号 公 報 、 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ５ １ ８ １ ４  
号 公 報 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ２ ０ ３ ２ ６ 号 公 報 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ５ ４ ５ ４ ４ 号 公 報 、 特 開  
２ ０ ０ ５ － １ ４ ６ ０ ８ ４ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 基 材 Ｓ は 、 ア ク リ ル 樹 脂 に 加 え て 、 ア ク リ ル 樹 脂 以 外 の 他 の 熱 可 塑 性 樹 脂 を 含 有  
し て も よ い 。 他 の 熱 可 塑 性 樹 脂 を 含 有 す る こ と に よ り 、 ア ク リ ル 樹 脂 の 複 屈 折 を 打 ち 消 し  
て 、 光 学 等 方 性 に 優 れ る 易 接 着 フ ィ ル ム を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 易 接 着 フ ィ ル ム の 機  
械 強 度 を 向 上 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 基 材 Ｓ は 、 酸 化 防 止 剤 、 安 定 剤 、 補 強 材 、 紫 外 線 吸 収 剤 、 難 燃 剤 、 帯 電 防 止 剤 、  
着 色 剤 、 充 填 剤 、 可 塑 剤 、 滑 剤 、 フ ィ ラ ー な ど の 添 加 剤 を 含 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ ２ ） 第 １ 延 伸 装 置
　 第 １ 延 伸 装 置 ４ Ａ は 、 基 材 Ｓ を 、 加 熱 し た 後 、 基 材 Ｓ の 流 れ 方 向 Ｍ Ｄ に 延 伸 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ ３ ） 塗 工 装 置
　 塗 工 装 置 ３ は 、 成 形 工 程 に よ っ て 成 形 さ れ た 基 材 Ｓ の 第 １ 面 Ｓ １ に 、 塗 工 液 を 塗 布 す る  
（ 塗 布 工 程 ） 。 塗 工 装 置 と し て は 、 例 え ば 、 バ ー コ ー タ ー 、 グ ラ ビ ア コ ー タ ー 、 キ ス コ ー  
タ ー な ど が 挙 げ ら れ る 。 な お 、 基 材 Ｓ の 第 １ 面 Ｓ １ に は 、 成 形 工 程 の 後 、 塗 布 工 程 の 前 に  
、 コ ロ ナ 処 理 、 プ ラ ズ マ 処 理 な ど の 表 面 処 理 が 、 施 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 易 接 着 フ ィ ル ム を 製 造 す る 場 合 、 塗 工 液 は 、 易 接 着 層 を 形 成 す る た め の 易 接 着 組 成 物 で  
あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 易 接 着 層 は 、 バ イ ン ダ 樹 脂 と 、 微 粒 子 と を 含 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 バ イ ン ダ 樹 脂 と し て は 、 例 え ば 、 ウ レ タ ン 樹 脂 、 エ ポ キ シ 樹 脂 な ど の 熱 硬 化 性 樹 脂 、 例  
え ば 、 ア ク リ ル 樹 脂 、 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 な ど の 熱 可 塑 性 樹 脂 が 挙 げ ら れ る 。 易 接 着 フ ィ ル  
ム が 偏 光 子 の 保 護 フ ィ ル ム と し て 使 用 さ れ る 場 合 、 バ イ ン ダ 樹 脂 は 、 好 ま し く は 、 熱 硬 化  
性 樹 脂 で あ る 。 バ イ ン ダ 樹 脂 は 、 複 数 種 類 を 併 用 で き る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 微 粒 子 と し て は 、 例 え ば 、 酸 化 ケ イ 素 （ シ リ カ ） 、 酸 化 チ タ ン （ チ タ ニ ア ） 、 酸 化 ア ル  
ミ ニ ウ ム （ ア ル ミ ナ ） 、 酸 化 ジ ル コ ニ ウ ム （ ジ ル コ ニ ア ） な ど の 酸 化 物 、 例 え ば 、 炭 酸 カ  
ル シ ウ ム な ど の 炭 酸 塩 、 例 え ば 、 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 、 ケ イ 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ケ イ 酸 マ グ ネ  
シ ウ ム な ど の ケ イ 酸 塩 、 例 え ば 、 タ ル ク 、 カ オ リ ン な ど の ケ イ 酸 塩 鉱 物 、 例 え ば 、 リ ン 酸  
カ ル シ ウ ム な ど の リ ン 酸 塩 な ど が 挙 げ ら れ る 。 易 接 着 フ ィ ル ム が 偏 光 子 の 保 護 フ ィ ル ム と  
し て 使 用 さ れ る 場 合 、 微 粒 子 は 、 好 ま し く は 、 酸 化 物 、 よ り 好 ま し く は 、 酸 化 ケ イ 素 で あ  
る 。 微 粒 子 は 、 複 数 種 類 を 併 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 塗 工 液 （ 易 接 着 組 成 物 ） は 、 樹 脂 成 分 と 、 上 記 し た 微 粒 子 と 、 分 散 媒 と を 含 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 樹 脂 成 分 は 、 後 述 す る 延 伸 工 程 に よ っ て 、 上 記 し た バ イ ン ダ 樹 脂 の 被 膜 （ 易 接 着 層 ） を  
形 成 す る 。 バ イ ン ダ 樹 脂 が ウ レ タ ン 樹 脂 で あ る 場 合 、 樹 脂 成 分 と し て は 、 例 え ば 、 水 系 ウ  
レ タ ン 樹 脂 が 挙 げ ら れ る 。 水 系 ウ レ タ ン 樹 脂 と し て は 、 例 え ば 、 ウ レ タ ン 樹 脂 の 乳 化 物 で  
あ る 非 反 応 型 水 系 ウ レ タ ン 樹 脂 、 例 え ば 、 イ ソ シ ア ネ ー ト 基 を ブ ロ ッ ク 剤 で 保 護 し た ウ レ  
タ ン 樹 脂 の 乳 化 物 で あ る 反 応 型 水 系 ウ レ タ ン 樹 脂 な ど が 挙 げ ら れ る 。 バ イ ン ダ 樹 脂 が ウ レ  
タ ン 樹 脂 で あ る 場 合 、 塗 工 液 は 、 ウ レ タ ン 硬 化 触 媒 （ ト リ エ チ ル ア ミ ン な ど ） 、 イ ソ シ ア  
ネ ー ト モ ノ マ ー を 含 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 分 散 媒 と し て は 、 例 え ば 、 水 、 例 え ば 、 メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル な ど の ア ル コ ー ル 、 例  
え ば 、 ア セ ト ン 、 メ チ ル エ チ ル ケ ト ン な ど の ケ ト ン な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 （ ４ ） 第 ２ 延 伸 装 置
　 第 ２ 延 伸 装 置 ４ Ｂ は 、 塗 工 液 が 塗 布 さ れ た 前 記 基 材 を 延 伸 す る （ 延 伸 工 程 ） 。 詳 し く は  
、 第 ２ 延 伸 装 置 ４ Ｂ は 、 基 材 Ｓ に 塗 布 さ れ た 塗 工 液 を 乾 燥 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 塗 工 液 が  
上 記 し た 被 膜 Ｃ に な る 。 ま た 、 第 ２ 延 伸 装 置 ４ Ｂ は 、 被 膜 Ｃ が 形 成 さ れ た 基 材 Ｓ を 、 加 熱  
し た 後 、 基 材 Ｓ の 幅 方 向 Ｔ Ｄ に 延 伸 す る 。 幅 方 向 Ｔ Ｄ は 、 流 れ 方 向 Ｍ Ｄ と 直 交 す る 。 延 伸  
工 程 に よ り 、 被 膜 Ｃ が 形 成 さ れ た 基 材 Ｓ が 延 伸 さ れ 、 上 記 し た フ ィ ル ム Ｆ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ ５ ） ス リ ッ ト 加 工 装 置
　 ス リ ッ ト 加 工 装 置 ５ は 、 フ ィ ル ム Ｆ を 、 所 定 の 幅 に 切 断 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ ６ ） ナ ー リ ン グ 加 工 装 置
　 ナ ー リ ン グ 加 工 装 置 ６ は 、 所 定 の 幅 に 切 断 さ れ た フ ィ ル ム Ｆ の 幅 方 向 両 端 に 、 ナ ー ル を  
形 成 す る 。 ナ ー ル は 、 レ ー ザ ー に よ っ て 形 成 さ れ る 。 ナ ー ル は 、 加 熱 さ れ た エ ン ボ ス ロ ー  
ル に よ っ て 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 （ ７ ） 巻 取 装 置
　 巻 取 装 置 ７ は 、 ナ ー ル が 形 成 さ れ た フ ィ ル ム Ｆ を 巻 き 取 る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ２ ． フ ィ ル ム の 製 造 シ ス テ ム の 詳 細
　 フ ィ ル ム の 製 造 シ ス テ ム １ は 、 温 度 測 定 装 置 の 一 例 と し て の 赤 外 線 サ ー モ グ ラ フ ィ 装 置  
８ を 、 さ ら に 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 赤 外 線 サ ー モ グ ラ フ ィ 装 置 ８ は 、 塗 工 装 置 ３ か ら 第 ２ 延 伸 装 置 ４ Ｂ へ 向 か う 基 材 Ｓ の 第  
１ 面 Ｓ １ の 温 度 を 、 幅 方 向 Ｔ Ｄ に お け る 基 材 Ｓ の 全 部 に わ た っ て 測 定 す る 。 言 い 換 え る と  
、 赤 外 線 サ ー モ グ ラ フ ィ 装 置 ８ は 、 塗 布 工 程 の 後 、 延 伸 工 程 の 前 に お い て 、 基 材 Ｓ の 第 １  
面 Ｓ １ の 温 度 を 、 幅 方 向 Ｔ Ｄ に お け る 基 材 Ｓ の 全 部 に わ た っ て 測 定 す る 。 詳 し く は 、 図 ３  
Ａ に 示 す よ う に 、 赤 外 線 サ ー モ グ ラ フ ィ 装 置 ８ は 、 赤 外 線 カ メ ラ ８ １ と 、 制 御 装 置 ８ ２ と  
、 モ ニ タ ８ ３ と を 備 え る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
　 赤 外 線 カ メ ラ ８ １ は 、 塗 工 装 置 ３ か ら 第 ２ 延 伸 装 置 ４ Ｂ へ 向 か う 基 材 Ｓ の 第 １ 面 Ｓ １ を  
撮 影 す る 。 赤 外 線 カ メ ラ ８ １ は 、 幅 方 向 Ｔ Ｄ に お け る 基 材 Ｓ の 全 部 を 撮 影 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 制 御 装 置 ８ ２ は 、 赤 外 線 カ メ ラ ８ １ に 入 射 し た 赤 外 線 の 放 射 エ ネ ル ギ ー を 温 度 に 変 換 し  
、 温 度 の 分 布 画 像 を 作 成 す る 。 こ れ に よ り 、 赤 外 線 サ ー モ グ ラ フ ィ 装 置 ８ は 、 基 材 Ｓ の 第  
１ 面 Ｓ １ の 温 度 を 、 幅 方 向 Ｔ Ｄ に お け る 基 材 Ｓ の 全 部 に わ た っ て 測 定 す る 。 制 御 装 置 ８ ２  
は 、 記 憶 装 置 の 一 例 と し て の メ モ リ ８ ４ を 有 す る 。 つ ま り 、 フ ィ ル ム の 製 造 シ ス テ ム １ は  
、 メ モ リ ８ ４ を 備 え る 。 メ モ リ ８ ４ は 、 制 御 装 置 ８ ２ に よ っ て 変 換 さ れ た 温 度 の ロ グ を 記  
憶 す る 。 つ ま り 、 メ モ リ ８ ４ は 、 赤 外 線 サ ー モ グ ラ フ ィ 装 置 ８ が 測 定 し た 温 度 の ロ グ を 記  
憶 す る 。 こ れ に よ り 、 メ モ リ ８ ４ に 記 憶 さ れ た ロ グ を 確 認 す る こ と に よ っ て 、 未 塗 工 部 分  
Ｐ ２ （ 図 ３ Ｂ 参 照 ） が 発 生 し た ポ イ ン ト を 特 定 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 モ ニ タ ８ ３ は 、 制 御 装 置 ８ ２ に よ っ て 作 成 さ れ た 温 度 の 分 布 画 像 を 表 示 す る 。 図 ３ Ｂ に  
示 す よ う に 、 基 材 Ｓ の 第 １ 面 Ｓ １ に 、 塗 工 液 が 塗 布 さ れ た 塗 工 部 分 Ｐ １ と 、 塗 工 液 が 塗 布  
さ れ て い な い 未 塗 工 部 分 Ｐ ２ と が 形 成 さ れ た 場 合 、 温 度 の 分 布 画 像 中 に お い て 、 未 塗 工 部  
分 Ｐ ２ は 、 塗 工 部 分 Ｐ １ よ り も 高 い 温 度 で 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 詳 し く は 、 塗 工 液 の 温 度 は 、 塗 工 液 が 塗 布 さ れ る 前 の 基 材 Ｓ の 温 度 よ り も 低 い 。 そ の た  
め 、 塗 工 部 分 Ｐ １ は 、 塗 工 液 に よ っ て 冷 却 さ れ る 一 方 、 未 塗 工 部 分 Ｐ ２ は 、 冷 却 さ れ な い  
。 そ の た め 、 未 塗 工 部 分 Ｐ ２ の 温 度 は 、 塗 工 部 分 Ｐ １ の 温 度 よ り も 高 く な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ し て 、 こ の 場 合 、 作 業 者 は 、 温 度 の 分 布 画 像 を 見 て 、 塗 工 部 分 Ｐ １ よ り も 高 い 温 度 を  
有 す る 未 塗 工 部 分 Ｐ ２ を 検 出 す る （ 検 出 工 程 ） 。 こ れ に よ り 、 未 塗 工 部 分 Ｐ ２ を 検 出 で き  
る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 塗 工 液 の 温 度 は 、 塗 工 液 が 塗 布 さ れ る 前 の 基 材 Ｓ の 温 度 よ り も 、 例 え ば 、 １ ０ ℃  
以 上 、 好 ま し く は 、 ３ ０ ℃ 以 上 、 低 い 。 塗 工 液 と 基 材 Ｓ と の 温 度 差 が 上 記 下 限 値 以 上 で あ  
る と 、 未 塗 工 部 分 Ｐ ２ を 、 よ り 確 実 に 検 出 で き る 。 な お 、 塗 工 液 と 基 材 Ｓ と の 温 度 差 の 上  
限 値 は 、 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ３ ． 変 形 例
　 （ １ ） 制 御 装 置 ８ ２ は 、 未 塗 工 部 分 Ｐ ２ の 有 無 を 、 ソ フ ト ウ ェ ア に よ っ て 判 定 し て も よ  
い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 （ ２ ） 温 度 測 定 装 置 は 、 赤 外 線 サ ー モ グ ラ フ ィ 装 置 に 限 ら な い 。 例 え ば 、 複 数 の 赤 外 線  
温 度 セ ン サ ー に よ り 、 基 材 Ｓ の 幅 方 向 全 部 の 温 度 を 測 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 （ ３ ） フ ィ ル ム の 製 造 シ ス テ ム １ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 流 れ 方 向 Ｍ Ｄ に お け る 塗 工 装  
置 ３ の 下 流 側 に 、 ス ム ー ジ ン グ ロ ー ラ １ ０ ０ を 備 え て い て も よ い 。 ス ム ー ジ ン グ ロ ー ラ １  
０ ０ は 、 基 材 Ｓ に 塗 布 さ れ た 塗 工 液 を 幅 方 向 Ｔ Ｄ に 塗 り 広 げ る 。 赤 外 線 サ ー モ グ ラ フ ィ 装  
置 ８ の 検 出 限 界 以 下 の 幅 を 有 す る 未 塗 工 部 分 Ｐ ２ が 発 生 し た 場 合 、 ス ム ー ジ ン グ ロ ー ラ １  
０ ０ は 、 基 材 Ｓ に 塗 布 さ れ た 塗 工 液 を 幅 方 向 Ｔ Ｄ に 塗 り 広 げ る こ と に よ っ て 、 未 塗 工 部 分  
Ｐ ２ に 塗 工 液 を 塗 布 す る 。 こ れ に よ り 、 未 塗 工 部 分 Ｐ ２ を 無 く す こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １       フ ィ ル ム の 製 造 シ ス テ ム
　 ２       成 形 装 置
　 ３       塗 工 装 置
　 ４ Ｂ     第 ２ 延 伸 装 置
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　 ８       赤 外 線 サ ー モ グ ラ フ ィ 装 置
　 ８ ４     メ モ リ
　 Ｆ       フ ィ ル ム
　 Ｐ １     塗 工 部 分
　 Ｐ ２     未 塗 工 部 分
　 Ｓ       基 材
　 Ｓ １     第 １ 面
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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